
国立大学法人東京大学生産技術研究所と
飯山市との長時間洪水予測技術を用いた
災害対策の推進に関する協定締結について
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▷ 衛星観測とモデルシミュレーションとの融合による長時間洪水予測の実装による洪水を災害にさせない

社会の実現（東京大学）

▷ 地方都市における風水害に対する災害対策業務の高度化の推進（名古屋大学・京都大学）

◆ 研究目的

◆ これまでの経過

▷ 現在、研究チームはこの研究の実証実験の中核市フィールドとして、愛知県岡崎市と協定を結び、実際

に実証実験が始まっている。

▷ 研究チームでは、中核市の岡崎市との都市規模のバリエーションとして、地方都市においてもこの研究

を行いたいということから、そのフィールドとして飯山市が研究対象候補地に入り、長野県DX推進課を

通して依頼があった。

▷ これまで、水害リスクの課題などについて２回ヒアリングが行われ、そのヒアリング結果に基づき、飯

山市が仮選定され、この度研究フィールドとして正式に申し込みがあった。

▷ 研究フィールドとして飯山市が研究に参加するにあたっての協定の締結を12月15日行う。

◆ 研究内容
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▷ 研究期間（時限）協約締結日から令和10年3月31日まで

▷ フィールドワークなど研究チームの要請に応じ、庁内関係部署、市内関係者等の調整を危機

管理防災課が行う

▷ 研究であるため、研究等の詳細な内容は守秘義務を負い情報管理が必要

▷ 研究費用

・ 主な研究費用は国立大学法人東京大学生産技術研究所等研究チームで負担

・ 想定される飯山市の負担は、研究チームがフィールドワーク（研究）を行う場所の提供など

◆ 協定の概要

6


